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放射線医学総合研究所サイクロトロン施設において、炭素イオンを厚い銅ターゲットに照射し、生成した放

射性核種のターゲット内分布を測定した。 
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1. 緒言 

加速器施設の廃止措置においては加速器本体や施設構造材等に生成した誘導放射能が重要となる。しかし

ながら、サイクロトロン施設等で用いられる低エネルギー

重粒子に対しては実験データが乏しい。本発表では、148, 

217 MeV 炭素イオン入射によって銅ターゲット内に生成

した放射性核種のターゲット内分布について報告する。 

2. 実験 

照射実験は放射線医学総合研究所サイクロトロン施設

C6コースで行った。図 1に実験体系を示す。銅箔を重ね

て照射ターゲットとし、148, 217 MeV 炭素イオンをビー

ム電流約 30nA で約 1 時間照射した。照射後、高純度 Ge

検出器を用いて試料に生成した放射性核種からのガンマ

線を測定し、測定されたガンマ線スペクトルから放射性核

種生成率を求めた。 

3. 結果 

図 2に 148MeV炭素イオン入射による As-71, Ge-69, 

Zn-65, Cu-61, Co-58 の銅ターゲット内生成率分布を示

す。As-71, Ge-69のような銅よりも質量数の大きい核種

はターゲット深部で生成率が増加しており、Zn-65, Cu-

61, Co-58のような銅よりも質量数が同じくらいか小さ

い核種はターゲット深部で生成率が減少している。

217MeV 炭素イオン入射についても同様の傾向が見ら

れている。今後、PHITSコードや ACSELAMデータラ

イブラリから求めた計算値との比較を行う予定であ

る。 

本研究は科研費(17K07010)の助成を受けたものであ

る。 
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図 1. 放医研サイクロトロン C6コースでの実験体系 

炭素ビーム Cuターゲット

 

図 2. 148 MeV炭素イオン入射による 

銅ターゲット内生成放射能分布 
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